










From one index, the number of graduates in each year of our junior college, we looked 
back on the process of how this two-year higher education institution has progressed. 
Then, I compared the figure with the higher education policy of each period. 
The school was opened in 1967, and the total number of graduates of the first semester 
was 28 in the two departments. After that, the number of graduates increased year by 
year in line with the times, and the number of graduates in March 1993 was 1,109. 
However, after that, the number of graduates peaked at 1,201 in 1995, and the number 
of graduates gradually decreased from the following year. As a result, the recruitment of 
departments will be suspended in stages, and in 2019, the recruitment of the last 
department was suspended. 
Junior colleges play an important role in securing opportunities for higher education 
in rural areas in Japan. In addition to playing a major role in the education of female 
students, we provide education to develop the abilities necessary for vocational or actual 
life based on a wide range of education, and there are a variety of kindergarten teachers, 
nursery teachers, nurses, nutritionists, long-term care personnel, etc. The number of 

















 大阪青山学園の設立は昭和 41 年の「財団法人大阪青山女子短期大学設立準備財団」認可
に端を発する。同年 8 月 1 日付の財団認可をうけ、8 月 27 日の総会において大阪青山学園
寄付行為の作成などを決議、塩川利員を設立代表者として学園の設立準備が始まった。直ち
に校地造成、校舎建築が始まり、翌年 1 月 23 日に文部省から学校法人大阪青山学園設立の
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認可がおりた 1)。昭和 42 年 4 月、大阪青山女子短期大学は開学となったが、この時の本学
の学科および入学定員は家政科 100 名、幼児教育科 100 名の計 200 名であった。開学年度
の入学者は、認可が 1 月だった事もあって家政科 9 名、幼児教育科においても 22 名であ
り、2 年後すなわち昭和 44 年 3 月の本学第一期卒業生数は若干目減りして家政科 7 名、幼
児教育科 21 名となっている 2)。この多難な船出の状況を受け、開学の翌年に本学は家政科
の内部を家政専攻と食物栄養専攻の 2 分野に分離し、栄養士の養成にもつとめることとし
た。これが功を奏したのか、その次の年は定員にこそ満たないものの、家政科の入学者は 3
倍を超え、幼児教育科の入学者も 1.5 倍程度となった。 
 この 2 学科体制を昭和 55 年度まで維持したが、当時の 18 歳人口の増加や進学率の上昇
により、幼児教育科については昭和 48 年度以降ほぼ入学定員を充足することとなった。ま
た家政科についても昭和 51 年度を境に入学定員をほぼ満たせる状況となった。昭和 53 年
3 月の卒業者数は家政科家政専攻 40 名、食物栄養専攻 45 名となっている。この間、幼児教
育科においては入学定員 100 名から 200 名への定員増を申請、昭和 51 年 2 月に認可され、
その年から早くも定員を大きく上回る入学生を受け入れている。昭和 53 年 3 月の幼児教育
科卒業生数は 240 名と、卒業時においても定員の 1.2 倍の数を保っていた。 
 さらに幼児教育科の卒業生数は、昭和 54 年 3 月には 318 名となっている。卒業時におい
ても定員の 1.5 倍を超える数となっている状況をみれば、短期的な経営の視点からは同学科
の定員増を検討すべきではないかと思われるところである。しかしながら、本学がとった施




年 3 月には、家政科は家政専攻 92 名、食物栄養専攻 55 名の卒業生を送り出している。 
 さて、このころの全国の短大入学者数の推移を見ると、昭和 45 年の約 13 万人（夜間部
を合わせると 14.2 万人）から、昭和 50 年には 17.5 万人（夜間部を合わせれば 19 万人）
と、増加の一途を辿っている 3)4)。第一次ベビーブームの終焉によって 18 歳人口が減少に
転じる時期にあっても（昭和 45 年の 18 歳人口は 195 万人、昭和 50 年は 156 万人）、 大
学及び短期大学への進学者数は大きく伸びた（4 年制大学への進学者概数は昭和 45 年に 33


























 昭和 56 年度から、50 名定員の国文科が開設された。前述の通り幼児教育科の定員を減じ
ての施策であったが、その設置の趣旨には注目すべき文言がある。一つは幼児教育科卒業生
の幼稚園教諭又は保母としての就職が、出生率の低下その他の事情により困難度を増して


























  国文科は開設年度から定員を充足した。昭和 58 年の第 1 期卒業生の数は 61 名、翌年度
の卒業生も 75 名と、順調な歩みを辿っていった。 









カナダのマラスピナカレッジであり、第 1 回の海外研修では 1 年生 176 名全員がカナダで
の語学研修を体験した。以後この海外研修は英米語科の伝統として継続実施された。 
 この時期の卒業者数の推移をみると、昭和 58 年 3 月には 3 つの学科あわせて 406 名であ




専攻には昭和 61 年度より定員 50 名の食文化コースを増設した。結果、昭和 63 年 3 月の
837 名卒業となったわけであるが、学科別の人数内訳は、家政科家政専攻 134 名、同食物栄
養専攻 111 名、幼児教育科 185 名、国文科 121 名、英米語科の卒業生数は 174 名であっ
た。  
 




も感じられる。この時期、第 2 次ベビーブーム世代（いわゆる団塊ジュニア世代）が 18 歳
を迎えるところとなり、 本学の在籍学生数もピークを迎える。平成 5 年 3 月の卒業生の数
は 1,109 名とついに 4 桁となり、その後 5 年にわたって本学は 1,000 名を超える卒業生を
輩出した。この間にも、平成 2 年には英米語科の期間を付した入学定員増が承認され、同学
科の入学定員は 300 名となった。また、平成 3 年には国文科の恒常定員増も認可され、同
学科の定員は 200 名となった。ちなみに筆者が本学（大阪青山短期大学国文科）に着任し
たのはちょうどこの頃（平成 6 年）であり、平成 8 年 3 月から卒業生を送り出す場に立ち
会ったが、1,000 名を超す学生が一堂に会する卒業式の挙行風景は、まさに壮観といえるも
のであった。  
 しかしながら、団塊ジュニア世代の 18 歳到達時期も平成 5 年あたりまでとなる。同年に






















































第 4章 模索期（平成10年〜21年） 














卒業人数は、平成 10 年こそ国文科 152 名、英米語科 146 名であったが（両学科とも前年比





換を図らざるを得ないところとなった。平成 15 年 12 月、日本語・日本文学科および英語
コミュニケーション学科を改組転換・統合した「ことばと文化学科」の設置届出が受理され、
平成 16 年から同学科に入学生を受け入れることとなった。旧 2 学科の最終卒業年となった
平成 17 年 3 月の日本語・日本文学科卒業生数は 19 名、英語コミュニケーション学科は 55
名となっていたが、翌年 3 月の「ことばと文化学科」卒業生数は前年の 2 学科の卒業生数
を合わせた数と奇しくも同数の 74 名であったが、次年度以降は 70 名、43 名、27 名と急減
した。同学科は平成 21 年に学生募集を停止した。 
 また、名称変更後の生活科学科についても平成 10 年を境に卒業者数は全体として減少の
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一途を辿ることとなる。特に生活科学専攻の減少は著しく、平成 10 年には 227 名であった
卒業者数が平成 13 年には 166 名、平成 15 年には 73 名となる。 
 このような状況の中で、学園当局は幼児教育科のコース増設、および四年制大学の併設に
踏み切る。まず、短期大学において定員 100 名で運営してきた幼児教育科に、もう一つの






成 17 年、大阪青山大学健康科学部健康栄養学科（入学定員 80 名）が設置され、これに伴
って生活科学科生活造形専攻、同食物栄養専攻栄養士コースは募集停止となった。 
 平成 17（2005）年、中央教育審議会は答申「我が国の高等教育の将来像」を示した。本



















第 5章 終息期（平成22年〜令和 3年） 
 平成 17 年の大阪青山大学開学以降、本学は大学との併設の形で歩むこととなった。平成
20 年には大学に二つ目の学科として「健康こども学科」（現在の子ども教育学科、令和 4 年
より学部化）が開設された。一方で本学は複数学科の募集停止により、平成 22 年からは幼
児教育・保育科と調理製菓学科（平成 21 年に生活科学科から名称変更）の 2 学科体制とな
った。そして、保育コース増設以降堅調であった幼児教育・保育科の状況にも徐々に変化が
あらわれてくる。平成 16 年 3 月、初めて保育コースの卒業生を輩出した時点の同学科卒業
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者数は合わせて 191 名、うち保育コースは 39 名であり、平成 17 年は 201 名、翌 18 年も
196 名とほぼ横ばいの数字となっていたが、平成 20 年には 150 名、翌 21 年には 122 名、
健康こども学科開設と同年度に入学した学生が卒業する 22 年 3 月に至っては卒業者数が二

















 一方、名称変更後の調理製菓学科は平成 23 年から卒業生を輩出した。同年の卒業生は調
理コース・製菓コース合わせて 47 名であった。その後の 2 年間、卒業者数は 40 名台を保
ったが、平成 26 年の卒業生は 27 名と大きく減少した。両コースともそれぞれ定員を 30 名
とし、少数精鋭の食のスペシャリスト教育を推進することとしたが、状況は存続が危ぶまれ
るところとなった。しかしながら、関係者の努力の甲斐もあってか、翌年からは卒業者数が
上昇に転じ、平成 27 年には 56 名、28 年も 50 名、そして 29 年には卒業者数においても 60
名と定員と同数を保った。ただその後は年度によって入学定員を割り込むところとなり、平
成 31 年には同学科も募集停止を余儀なくされるところとなった。 
 この時期の高等教育施策として注目されるのは、平成 24 年の中教審答申「新たな未来を














お、参考として「関連データ 第１部 我が国における今後の教育の全体像」の「Ⅱ 我が国
の教育の現状 」のなかに、高等教育機関への進学率を平成 4 年と 24 年とで比較している
データがある 21)が、大学の進学率はほぼ２倍弱、高等専門学校もボリュームこそ少ないも
ののちょうど２倍、 専門学校（専門課程）も 1.2 倍強となっているのに対し、この 20 年間
に唯一進学率を落としているのが短期大学（平成 4 年度 12.4％ → 平成 24 年度 5.4％）で
あることがわかる。 
 続く平成 26 年には、いわゆる高大接続答申「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に
向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について ～ すべての若者が
夢や目標を芽吹かせ、未来に花開かせるために ～」（平成 26 年 12 月 22 日 中央教育審議
会）が出されているが、この本文には「短期大学」の文言は皆無である。その後の「第３期




 同じ平成 30 年、中央教育審議会は高等教育をターゲットとした答申「2040 年に向けた

























名、②同食物栄養専攻 3,014 名、③調理製菓学科 512 名、④幼児教育・保育科（もと幼児教
育科）7,248 名、⑤日本語・日本文学科（もと国文科）2,682 名、⑥英語コミュニケーショ












































3)文部科学省「学校基本統計」昭和 45 年版． 













1 2011.3.31 71-87 頁）には，新制の暫定的な短期大学制度に対する産業界の批判あるいは









8) 1)に同じ．333-334 頁． 
9)小山静子（2009）『戦後教育のジェンダー秩序』勁草書房，138 頁． 











13) 12)に同じ．185 頁． 









版部、267 頁（七章 短期大学の成立経緯–「旧制高等学校」温存の阻止） 
16)代表的な文献としては高鳥正夫・舘昭 編（1998）『短大ファーストステージ論』東信堂 な
ど． 
17)中央教育審議会「我が国の高等教育の将来像（答申）」平成 17 年 1 月 28 日 第 2 章 新時
代における高等教育の全体像 1「高等教育の将来像」についての基本的考え方：高等教育計
画から将来像へ （2）国の今後の役割 第 1 項． 
18)健康こども学科の一期生・二期生の卒業者数は 38 名・28 名となっていたが，三期生以降は
















大学 ２６．４％（平成４年度） → ５０．８％（平成２４年度） 
短期大学 １２．４％（平成４年度） → ５．４％（平成２４年度） 
高等専門学校 ０．５％（平成４年度） → １．０％（平成２４年度） 
専門学校（専門課程）１７．８％（平成４年度） → ２２．２％（平成２４年度） 
22）藤井治枝「待機
（ママ）







 人数   累計  人数   累計  人数   累計  人数   累計  人数   累計  人数   累計  人数   累計
1 S44.3 7 21 28
2 S45.3 14 21 20 20 30 51 64
3 S46.3 10 31 20 40 35 86 65
4 S47.3 6 37 15 55 38 124 59
5 S48.3 5 42 11 66 33 157 49
6 S49.3 8 50 19 85 78 235 105
7 S50.3 16 66 23 108 93 328 132
8 S51.3 17 83 30 138 108 436 155
9 S52.3 25 108 37 175 183 619 245
10 S53.3 40 148 45 220 240 859 325
11 S54.3 70 218 51 271 318 1,177 439
12 S55.3 90 308 51 322 299 1,476 440
13 S56.3 92 400 55 377 273 1,749 420
14 S57.3 68 468 52 429 259 2,008 379
15 S58.3 74 542 52 481 219 2,227 61 406
16 S59.3 71 613 52 533 215 2,442 75 136 413
17 S60.3 118 731 54 587 227 2,669 81 217 480
18 S61.1 134 865 55 642 213 2,882 92 309 494

















4,568 278 1697 377 2077 1201
245 1419 344 1700 1120
27 Ｈ7.3 289 3171 143
26 Ｈ6.3 276 2882 141 4,425
4,284 139 1174 372 1356 1109
137 1035 233 984 973
25 Ｈ5.3 279 2606 206
898 213 751 980
24 Ｈ4.3 281 2327 215 4,078
187 538 917
23 Ｈ3.3 296 2046 214 3,863 145
351 849
22 Ｈ2.3 268 1750 205 3,649 143 753
837






























































42 Ｈ22.3 39 3014 84 6,829 17 231 140
43 Ｈ23. 3 47 47 70 6,899 117
44 Ｈ24. 3 45 92 69 6,968 114
45 Ｈ25. 3 44 136 70 7,038 114
46 Ｈ26. 3 27 163 67 7,105 94
47 Ｈ27. 3 56 219 58 7,163 114
47ｂ Ｈ27. 9 1 220 1
48 Ｈ28. 3 50 270 82 7,245 132
49 Ｈ29. 3 60 330 3 7,248 63
50 Ｈ30. 3 40 370 40
50ｂ Ｈ30. 9 2 372 2
51 Ｈ31. 3 62 434 62
52 R2.3 48 482 48



































41 Ｈ21. 3 67 2975 6,745 27
144 329
40 Ｈ20..3 59 2908 6,623 43 187 252
3306 74 74 401
39 Ｈ19.3 77 2849 6,473 70
2682 55 3305 425
38 Ｈ18. 3 14 4772 6,291 1
2663 72 3250 467
37 Ｈ17. 3 33 4758 6,095 19
36 Ｈ16.3 63 4725 5,894 27
5,703 30 2636 49 3178 396
43 2606 77 3129 504
35 Ｈ15.3 73 4662 130
34 Ｈ14.3 133 4589 136 5,573
5,437 63 2563 82 3052 538
62 2500 57 2970 508
33 Ｈ13.3 166 4456 136
32 Ｈ12.3 133 4290 148 5,301
5,153 126 2438 128 2913
152 2312 146 2785 772
31 Ｈ11.3 208 4157 136
30 Ｈ10.3 227 3949 143 5,017
4,874 245 2160 236 2639 1048
218 1915 326 2403 1058
29 Ｈ9.3 288 3722 167
28 Ｈ8.3 263 3434 139 4,707
